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知的財産
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生物機能を利用した有用物質生産
バイオエコノミー
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動

バ

機

発酵食品

６次産業化

機能性食品

生物機能の活用

我々は、古くから生物を巧みに利活用してきた。採取し、食するだけでなく、様々な知恵と工夫を生物に施
すことによって、我々の生活は時代とともに豊かなものになってきた。その過程で様々な研究開発が進み、
技術も発展。我々人間社会と生物との重要な関わりを示した姿が農、工、医薬にほかならない。

農業・食料関連産業の国内生産額： 95.2兆円農 ・ 工 ・ 医 薬 と 生 物
（全経済活動の約1割）農 業 と 生 物

物
植物

加工・直売の売上： 2.0 兆円カイコ
従事者数 ： 49.1 万人
（6次産業化総合調査 平成25年度）

ミツバチ

昆虫
繭

能性食品の市場規模： 1.8 兆円
蜂蜜 このうち

特定保健用食品 ： 0.6 兆円
（シーズ・プランニング社調べ 平成25年度）工 業 と 生 物

発酵工業 有用微生
未利用

物探索
バイオマス

アミノ酸
クエン酸 ノーベル賞

イオ燃料 ２０１５

化合物
ブタノール

化学 医薬品
工業品 65 原料



用

漢方製剤等の原料となる生薬の年間使用量は約2.2万トン（Ｈ22年度）。このうち、国産は約0.26万トンと全体の
約12％。

漢方製剤等は医療現場におけるニーズが高まっているが、その原料となる生薬は海外輸入に頼っている。

近年、中国等からの輸入減少のため、国内生産へのニーズが強まっている。

中国

日本

その他

生産者

生産者

漢方薬メーカー

漢方薬メーカー
ＪＡ・生産組合等

薬 作物の生産

○薬用作物の販売流通経路○伝統的な薬用作物

カンゾウ（甘草）、トウキ（当帰）、シャクヤク（芍薬） ・薬用作物は、農産物のような“市場”が存在しないことから、実
需者（漢方薬メーカー等）との間で「全量契約」を直接締結して
いる場合が多い。

（契約書、全量契約）

○漢方製剤等の原料使用量及び生産国（平成22年度）

○薬用作物の販売までの流れ（例：シャクヤク）

出典：日本漢方生薬製剤協会
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